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福島第二原子力発電所からのお知らせ
2018年 ３月号

1～4号機は燃料の安定冷却を継続しています。発電所の最新状況やさまざまな取組みをお知らせします。

発電所の安全性向上に全力で取り組んでいます

当社原子力事故から７年が経過しましたが、今なお、福島県の皆さま、広く社会の皆さまに

大変なご迷惑とご心配をおかけしておりますことを、あらためて心よりお詫び申し上げます。

当所では「あのような事故を二度と起こさない」という強い決意のもと、発電所の安全性向上

に向け、設備の対策やそれらを適切に使うための現場対応力の強化を行っています。

地域の皆さまにご心配をおかけすることのないように、昨日よりも今日、今日よりも明日の

「安全レベル」を高める取組みを、引き続き、全力で進めてまいります。

：電源の強化
電源喪失に備え、電源機能を多様化・多重化

：現場対応力の強化
緊急時に復旧対応する社員の技術・技能を向上

：津波対策
重要設備の津波浸水による被害を低減

：注水手段の強化
使用済燃料を冷やすための注水手段を強化

：原子力事故以降に新たに実施しているもの※
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福島復興への責任を果たすために、福島第二原子力発電所は引き続き燃料の安定冷却を継続してまいります。

1号機 2号機 3号機 4号機

燃料の保管数 2,534体 2,482体 2,544体 2,516体

●燃料はすべて、１～4号機の使用済燃料プールで保管しています。
プール水の温度は約30℃で管理し、常に監視しています。

●プールの冷却が停止した場合、プール構造体（鉄筋コンクリート）の
強度を保つために設定した温度（65℃）に達するまで約７日と
評価しており、その間に設備の復旧や対策がとれるよう備えています。

燃料の保管と冷却状況
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震災から現在まで（2011年3月16日～2018年2月28日）

ご質問・ご不明な点がございましたら、こちらまでお問合せ下さい。

福島第二原子力発電所 広報部 企画広報グループ ℡ 0240-25-1353 受付時間（平日）午前9時 ～ 午後5時

発電所周辺の空間線量率

0.081
マイクロシーベルト毎時

発電所トピックス

当所では、燃料の安定した冷却を継続していくため発電所を常に監視している“運転員”の

技術・技能の向上に向けた取組みを進めています。

今回、今年度で２回目となる、技術・技能競技大会を実施しました（大会期間：１月～２月）。

運転員には、さまざまな状況

下でも、冷静・的確な判断や

機器操作により発電所を安定

した状態に保つ「技術力」が

求められます。

私は、この地域と発電所の

安全を守る責任を果たすため、

運転員の技術・技能の向上

に引き続き取り組んでまい

ります。

「高い技術力」を備えた運転員を育てる

大会の企画、参加者の評価を行った

訓練用シミュレータにて

運転員が技術・技能を競いました

12チーム（72名の運転員）が、機器の故障から
原因を究明し、法令に基づく判断・連絡を行うなど、
トラブル発生時の対応力について競い合いました。
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■編集後記

楢葉町でのくらしを再開してから、
まもなく１年が経とうとしています。

子供たちも園や小学校にすっかり慣れ、
友だちと楽しく過ごしています。

お世話になっている先生方や地元の方々の
ためにも、発電所のことを自分の言葉で
分かりやすくお伝えしていきたいと思います。

【関】

運転管理部長 金成 公彦
（いわき市出身）


